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DNAは遺伝情報が書き込まれていることで有名だが、DNAに傷が生じた際、細胞は
DNA修復反応を初期センサーとして働かせることで様々なストレス応答を開始する。
すなわち、DNA修復反応を解明することは、生体のストレス応答の統合的理解に繋が
ると考えている。
我々は、DNA損傷の中でも最も致死的な損傷として知られるDNA二本鎖切断
(DNA double ttrand break:DSB)に 対する修復反応、およびそれに伴う細胞内シ
グナル伝達の研究を行ってきた。本セミナーの前半ではDSB修復経路に関する我々の
研究成果を紹介する。またセミナーの後半では、がん治療時に発生するDNA損傷依存
的シグナル伝達の一例として、DNA修復に伴い発生するシグナル伝達が、免疫応答を
活性化させる分子機構について最新の研究成果を含めて紹介したい。
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